
研修名 みんなでトライ！公民館等職員必要課題研修

日時 令和７年９月３日（水）

場所 浜田合同庁舎

テーマ ～地域における必要課題の解決を目指して～

日程

内容

受講生の感想
（アンケート一部抜粋）

研修の様子【概要】

・講義は自館の活動と比べて、どうすべきか考えやすい内容だと感じました。
・「コウモリの目」の視点を持って、これからもセンター事業に役立てて行きたい。
・講義は地域の現状と重ね合わせて聴く事ができ、課題の突破口が見えたように思う。
・防災について改めて考える機会をいただき知識を深めることができました。また、他地
区の方ともお話ができて新鮮でした。

・何か活動する為にもコミュニケーションが大事だと思った。
・午後のグループワークで、他の地区の話が聴け一緒に考えることができ、有意義な時間
になった。

・講義が土台にあり、グループワークが特に実りがあってよかったです。
・グループでのディスカッションが日々の活動で役立ちそうです。
・他市や地区の話を聞かせていただけて、大変参考になりました。また頑張ろうという気
持ちになった。

【ふり返りから】「今日の学びをキーワードで」

【講義①】「安心して暮らし続けるための地域づくり」～地域を捉える4つの視点～

 島根県中山間地域研究センター 主任研究員 東 良太 氏

【演習②】「安心して暮らし続けるための地域づくり」

【演習①】「地域課題（必要課題）の見極め」
～身近な課題の解像度を上げる・その先を考えるヒント～

島根県中山間地域研究センター 主任研究員 東 良太 氏

【講義②】「地域づくり×防災」～普段からの支え愛の仕組みづくり～  

 島根県中山間地域研究センター 主任研究員 東 良太 氏

■日本100年間の４大変化
■集落活動の現在と未来
■これからの地域づくりに求められる視点

■災害の捉え方・備え方
■普段からの支え愛の仕組みづくり

■地域を捉える４つの視点（４つの視点で地域を捉え直してみる）
・鳥の目（全体をつかむ） ・虫の目（詳細をきちんと見る）
・魚の目（流れをつかむ） ・コウモリの目（反対から見てみる）

■活動の重ね合わせの重要性

①自館・センター等で取り組む必要性が高いことはどんなことですか？
②上記①について、困っていること、一緒に考えたいことはどんなことですか？
③グループメンバーにアドバイスや感想、エール等を付箋に書く
④グループ内で共有・話し合う

・防災も地域のコミュニケーションから
・「人」でつながる！
・重ね合わせ 今あるものにどう防災を重ね合わせるか
・集って話し合う場づくり （一部紹介）
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